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農 委 だ よ り （2）

害虫の特徴
卵……色は透明。大きさは 0.2mmと小さく、肉眼では見えない。
幼虫…色は透明～白色。頭は丸くて黒い、大きさは最大４mm。
成虫…成虫のみ地上で活動する。ねぎの株元、枯葉の下、土の割れ目等に隠れている。

　埼玉県県北地域で確認されていた秋冬ネギ・春ニ
ンジンを食害するクロバネキノコバエ科の一種の幼
虫が、深谷市北部地域の一部のネギにおいて
確認されました。

緊 急
害虫防除対策

●�ネギでは、根元や白い部分を食害するが、発生
初期は株の外観からは被害はわからない。多発
すると外葉が枯れ、生育が悪くなる。

●�ニンジンでは、表面に数㎜の穴をあけ、周りの
表皮が黒褐色化する。被害は根部の肩や中部に
多く、被害が進むと穴が連結して拡大する。

上記のような症状やクロバネキ
ノコバエ科の一種が発生してい
ると見られた場合は、右記のい
ずれかにご連絡ください。

埼玉県大里農林振興センター　℡048−526−2210
深谷市役所農業振興課　　　℡048−577−3298

　ハエに食害されたネギやニンジンは、収量や品質に大きな影響が出るた
め、非常に警戒されている害虫です。

そのため早期の発見が、大変重要となってきます。

白い部分

　　　部を中心に
発生していないか
確認しましょう。

根元



農 委 だ よ り（3）

にご協力お願いします。

　発生したほ場の残渣は、ビニール袋等に入れて密閉処理します。被害のなかったほ場
でも、次世代の発生源となる可能性があることから、調整後の残渣はほ場外で焼却等に
より適切に処分します。または野積みの上から農ビ等で被覆密閉するなど、適切に処理
しましょう。

　発生したほ場のネギは泥ネギで出荷はせず、剥いた後もよく確認しましょう。出荷物
に虫が付着したまま流通したり、出荷先で虫が発生することのないよう、出荷段階で十
分に確認してください。また、定期的に掘り取って根元や白い部分に被害がないかを確
認しましょう。

　これまでの調査で、水はけの悪い場所で発生が多い事例があるため、明渠の設置など
水はけの改善に努めましょう。

　害虫被害が確認されたほ場は、収穫終了後速やかに石灰窒素を散布し、耕うんしま
しょう。（石灰窒素により、残渣が早く分解します）

　他のほ場への害虫の移動を防ぐため、使用した機械等（トラクターや管理機のロータ
リー）は使用するたびに土をよく落とし、衛生管理に努めましょう。

　他の病害虫が被害を助長する可能性もあるので、定期的な農薬散布を心がけましょ
う。また、薬剤はネギの根元や枯葉にもかかるように散布しましょう。

1 残渣の処分
 ざん さ

2 出荷調製段階の確認の徹底

3 水はけの改善

4 収穫後のほ場管理

5 農機の衛生管理

6 定期的な農薬散布

防除対策

（平成28年８月22日　農林水産省 消費・安全局 植物防疫課「当面の防除方針」より）



農 委 だ よ り （4）

砂
ぼ
こ
り
対
策
の

　
ご
協
力
に
つ
い
て

　

２
月
か
ら
４
月
は
北
西
か
ら
の
季
節
風
に
よ

り
、
農
地
か
ら
の
砂
ぼ
こ
り
が
発
生
し
や
す
い

時
期
で
す
。
強
風
に
よ
り
優
良
土
壌
が
飛
散
し
、

風
下
の
地
域
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
次
の

よ
う
な
対
策
で
優
良
土
壌
の
飛
散
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

●�

中
低
木
・
防
風
ネ

ッ
ト
、
竜
の
ひ
げ

の
植
栽

●�

次
期
作
に
向
け
た

耕
運
作
業
を
作
付

け
間
近
ま
で
控
え

る
●�

畑
か
ん
等
で
散
水

し
農
地
の
湿
潤
化

を
図
る

●�

緑
肥
作
物
（
エ
ン

麦
、
ラ
イ
麦
）
の

播
種

※
市
で
は
防
風
ネ
ッ

ト
の
設
置
補
助
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ご

協
力
頂
け
る
方
は
農

業
振
興
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

農
地
の
場
所
等
に
よ

り
、
防
風
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　
農
業
振
興
課
・
整
備
係

（
深
谷
市
砂
ぼ
こ
り
対
策
協
議
会
）

☎
５
７
７
ー
３
２
９
８

箱
わ
な
の
使
用
に
つ
い
て

　

近
年
、
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
被
害
や
家
屋
へ
の
侵
入
等
、
生
活
環
境
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

深
谷
市
で
は
平
成
22
年
度
よ
り
、
鳥
獣
害
対

策
協
議
会
を
設
置
し
、
被
害
防
止
対
策
に
向
け

箱
わ
な
を
用
い
た
捕
獲
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

捕
獲
の
際
に
正
し
い

使
用
を
せ
ず
、
市
内

で
猫
が
捕
獲
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
箱

わ
な
を
使
用
す
る
際
、

次
の
２
点
に
特
に
注

意
し
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

正
し
い
餌
の
使
用

　

箱
わ
な
を
使
用
す
る
際
に
使
う
餌
は
バ
ナ
ナ

や
リ
ン
ゴ
等
の
果
物
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
ネ

ッ
ト
等
に
餌
を
吊
る
し
て
、
ネ
ッ
ト
が
地
面
に

つ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▲強風による砂ぼこりの様子▲農地に設置された防風ネット

最
低
１
日
１
回
の
見
回
り

　

箱
わ
な
を
設
置
し
て
い
る
期
間
は
最
低
１
日

１
回
の
見
回
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
箱
わ
な
で

ア
ラ
イ
グ
マ
が
捕
獲
さ
れ
た
際
は
速
や
か
に
事

務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ

以
外
の
動
物
が
捕
獲
さ
れ
た
場
合
は
速
や
か
に

放
獣
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
事
務
局

（
農
業
振
興
課
内
）

☎
５
７
７
ー
３
２
９
８

▲箱わなの設置時は見回りをする

▲餌はバナナかリンゴ等果物を使用 ▲餌を吊るすときはネットを使用



農 委 だ よ り（5）

農
地
の
管
理
に
つ
い
て

　

耕
作
さ
れ
な
く
な
っ
た
農
地
は
、
雑
草
等
の

繁
茂
や
病
害
虫
の
発
生
に
よ
り
周
辺
農
地
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
ゴ
ミ
等
を
投

棄
さ
れ
た
り
、
枯
草
が
火
災
の
発
生
源
と
な
っ

た
り
、
隣
接
す
る
道
路
を
狭
め
て
通
行
の
障
害

に
な
る
な
ど
、
環
境
・
防
災
・
交
通
安
全
に
お

い
て
、
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
に
限

ら
ず
、
雨
等
に
よ
り
耕
作
土
が
流
出
し
て
周
辺

へ
被
害
を
及
ぼ
す
事
例
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

近
隣
農
地
の
作
物
を
押
し
流
し
た
り
、
道
路
に

流
出
し
て
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
土
留
め
の
工
夫
や
排
水
等
に
つ
い
て
も
、

配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

雑
草
等
繁
茂
し
て
い
る
農
地
を
、
耕
作
で
き

る
状
態
に
戻
す
た
め
に
は
、
多
く
の
時
間
と
費

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、 

遊
休
農
地
の
解
消
の
た
め
に
、
利
用
状
況
調
査
・

利
用
意
向
調
査
や
、
雑
草
等
の
解
消
の
た
め
に

通
知
等
で
依
頼
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
農
地
の
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
が
遠
隔
地
で
あ
る
。
相
続
し
た

が
耕
作
で
き
な
い
。
ま
た
は
、
高
齢
に
よ
り
管

理
が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
で
お
困
り
の
方
は
、

貸
借
等
の
斡
旋
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
５
７
７
ー
３
４
３
９

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が
よ
り
豊
か
な
老

後
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
国
民
年

金
（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
で

す
。

　

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、次
の『
３

つ
の
要
件
』
を
満
た
せ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

の
か
た
も
加
入
で
き
ま
す
。

❶�　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
た
だ
し
、

保
険
料
納
付
免
除
者
で
な
い
こ
と
。）

❷　
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
か
た

❸　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か
た

※
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
か
た
は
、
国
民

年
金
の
付
加
年
金
（
付
加
保
険
料
月
額
４
０
０

円
）
へ
の
加
入
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
「
現
況
届
」
の
提
出
に
つ
い
て

　

農
業
者
年
金
の
現
況
届
は
、
毎
年
５
月
下
旬

に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
受
給
者
の
自
宅
へ
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　

郵
送
さ
れ
た
現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
６
月
中
に
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
深
谷
公
民
館
・
川
本
総
合

支
所
・
花
園
総
合
支
所
で
の
受
領
会
も
開
催
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
受
領
会
の
日
程

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か

に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
及
び
公
民
館
だ
よ
り

に
掲
載
し
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た
へ

契
約
満
了
時
に
は
「
再
設
定
を
」

　

農
業
者
年
金
の
「
経
営
移
譲
年
金
」
を
受
給

す
る
た
め
に
、
経
営
移
譲
時
に
後
継
者
へ
自
分

名
義
の
農
地
を
貸
し
付
け
た
場
合
、
そ
の
農
地

は
特
定
処
分
対
象
農
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
定
処
分
対
象
農
地
を
経
営
移
譲
し
た

後
継
者
以
外
の
か
た
に
売
っ
た
り
・
貸
し
た
り

す
る
と
、
経
営
移
譲
年
金
が
支
給
停
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
分
家
住
宅
や
公
共
事
業
に

よ
る
土
地
収
用
な
ど
支
給
停
止
に
な
ら
な
い
事

由
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
で
の
手
続
き

や
農
業
者
年
金
基
金
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
）。

　
た
だ
し
、
経
営
移
譲
で
後
継
者
に
貸
し
付
け

た
農
地
の
使
用
貸
借
契
約
の
期
間
（
10
年
以

上
）
が
満
了
す
る
月
と
同
月
内
に
、
同
じ
後
継

者
に
農
地
法
第
３
条
ま
た
は
利
用
権
設
定
に
よ

り
使
用
貸
借
権
の
「
再
設
定
（
再
び
貸
し
付
け

る
）」
を
す
る
こ
と
で
、
経
営
移
譲
に
よ
り
特
定

処
分
対
象
農
地
と
な
っ
て
い
た
農
地
は
、
特
定

処
分
対
象
農
地
で
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

農
業
委
員
会
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

農
業
者
年
金
の
詳
し
い
内
容
や
加
入
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
５
７
７
ー
３
４
３
９
）
ま
た
は
最
寄

り
の
農
協
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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農 委 だ よ り （6）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
深
谷
市
の
明
日
の
農

業
を
担
う
新
規
就
農
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
19
回
は
、
藤
沢
地
区
の
大
谷
で

就
農
さ
れ
、
祖
父
と
父
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、
も
う
す
ぐ
３
年
目
を
迎
え
る
新
井

謙
太
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ�

　
こ
れ
ま
で
の
経
歴
や
、
農
業
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ�　

熊
谷
農
業
高
等
学
校
の
生
物
生
産
技
術
科

在
学
中
に
、
自
分
で
作
る
こ
と
の
面
白
さ
に

の
め
り
込
み
、
文
化
祭
で
の
野
菜
販
売
を
通

し
て
売
る
楽
し
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。
東
京

農
業
大
学
短
期
大
学
部
卒
業
後
、
地
元
の
農

家
で
２
年
間
修
業
し
、
農
業
に
就
き
ま
し
た
。

Ｑ�　

現
在
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

Ａ�　

こ
れ
ま
で
祖
父
と
父
で
ネ
ギ
・
秋
冬
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
・
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
作
っ
て
い
な
か

っ
た
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ�　

農
業
を
始
め
て
感
じ
た
こ
と
や
、
大
変
な

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ�　

修
行
中
、
機
械
を
壊
し
て
し
ま
い
父
に
聞

き
な
が
ら
修
理
し
た
こ
と
で
、
機
械
管
理
の

必
要
性
も
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
種
ま
き

か
ら
収
穫
ま
で
の
中
で
、
苗
づ
く
り
が
大
変

で
す
。
特
に
夏
場
の
水
や
り
は
気
を
付
け
て

い
ま
す
。
で
も
高
校
の
時
に
感
じ
た
よ
う
に
、

農
業
は
出
荷
ま
で
自
分
で
考
え
て
や
れ
る
と

こ
ろ
が
楽
し
い
で
す
。

Ｑ�　

休
み
の
日
は
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
？　

Ａ�　

土
曜
日
が
休
み
で
す
。
新
居
に
な
る
家
を

二
人
で
掃
除
し
た
り
、
買
い
物
を
し
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。

Ｑ�　

将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？　

Ａ�　

現
在
は
、
家
族
で
の
経
営
で
す
が
、
規
模

を
拡
大
し
、
雇
用
を
す
る
よ
う
な
経
営
を
し

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
謙
太
さ
ん
へ
お
父
さ
ん
か
ら
「
し

っ
か
り
覚
え
て
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

「
や
り
が
い
感
じ
て
い
ま
す
！
」

大
谷  

新あ
ら

井い　
謙け

ん

太た

さ
ん
（
24
歳
）

シ
リ
ー
ズ
新
規
就
農

編
集
後
記

グリーン購入法
適合印刷物です

　

二
十
四
節
気
の
「
啓
蟄
」
を

過
ぎ
て
、
ひ
と
雨
ご
と
に
暖
か
く
な
り
、
日
差

し
も
春
め
い
て
き
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
コ
ー
ナ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

農
業
が
楽
し
い
と
明
る
く
答
え
て
く
れ
た
新
井

さ
ん
の
よ
う
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
働

く
農
家
が
増
え
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
編
集
委
員
で
発
行
す
る
農
委
だ
よ
り

は
、
今
号
が
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
発
行
に
当

た
り
、
こ
れ
ま
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
深
谷
市
農
業

委
員
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
委
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長	

橋
本　

繁
穂

　
　

委　
員	

大
澤
敬
一
郎	

蛭
川　
　

登

	

福
島　

政
治	

森
下　

幹
雄

	

福
島　

和
吉	

金
子　

雄

	

平
野
冬
至
子 


